愛のうそまこと 北新地恋心編
目次
先生との復活を果たした凜は日々の生活にハリが出て来るのがわかった。子育て、家事にも力が入る。シングルマザーの苦労は自ら買って出たものの、現実の厳しさに呆然とすることがままあった。先を見ないで衝動的な行動に走った自身を責めたのも一度や二度ではなかった。そんな時は煙草を吸いながらワインを飲んで気を紛らわした。
先生との間に長い空白があった。だが、凛の心の中にはいつも先生がいた。凛はいつか報われる時がやってくることを信じた。そして、その信じた心が現実のものになったのだ。凛は母と離婚して別れた父の面影を先生に重ねているのかもしれなかった。優しい父の想い出は凛の心のどこかで揺らめいていた。
先生は凛をモデルに小説を書く、という約束も果たしてくれた。次のモデルはこころだ。
凛もこころがモデルになることに異存はなかった。
新年の冷たく爽やかな風が吹き抜ける北新地通りの夕暮は暗闇に色とりどりのイルミネーションが映える。凛はいつもより早めに北新地に着いた。着物の着付けをしてもらうためだ。新年は着物姿で接客するのが習わしとなっていた。本来であれば着付けが終わった後に先生とお食事するはずであった。だが、凛が同伴したのでは次のモデルになるこころにはポイントがつかない。凛は、一度は同伴ポイントをこころにつけてあげたかった。そうすることでこころとの関係も親密になる。とはいえ、先生とこころの二人きりで食事することにヤキモキしないでもなかった。大丈夫、先生はわたしのものなんだから。うふん。凛は含み笑いする。先生と秘密を共有していることで凜は余裕があった。
バージンロスもこどもを孕む行為も凜にとって恋や愛とは別次元でのものだった。若気の至りであった。息子を出産して日々の子育てに悪戦苦闘している、今まさに先生との恋愛を享受している。こんな気持ちになるなんて想像もできなかった。
対照的に先生は魅力的な女性に出会うと恋の芽生えが内包された。クラブ吉野で凜から紹介されたこころを見て、清楚な印象を受けた。二度目にこころが横に座った際に太ももを触れた先生は清楚な印象とは裏腹な肉感的な魅力を感じた。そのギャップがよかった。
新年最初の同伴がこころというのも何か行末を暗示しているようでもあった。食事処は道楽園だった。こころは着物姿だった。
「よく似合っている」
「有難うございます」
「着物は晴れがましくて、見た目にはとても優雅だね」
「はい。身も心も引き締まります」
「ドレスと違って動きが取りにくそうや」
「それはあります」
「着物には脇の隙間があるね」
「はい、あります」
「なぜ、あるかわかる」
「動きいいようにじゃないですか」
「それもあるけど」
「他には」
「こうして、ほら、手を忍ばせることができる」
「あら、本当だ」
「身八口、ていう」
「知らなかったです」
「着物を着ることてそうないもんな」
「でも、はだけた感じは着物が妖しい、と思います」
「経験がある口振りやね」
「実はあります」
「聞きたいな」
「ちょっと恥ずかしい」
「ここだけの話。秘密は厳守する」
「きっとですよ」
「もちろん」
「友人の結婚式に着物で出席して、その帰り、待ち合わせした彼とホテルに入ったんです。彼は縄縛りが趣味だったんです」
「で、亀甲縛りされたの」
「はい。帯を解かれ、一重を脱がされ、肌襦袢の状態で縛られました」
「妖しい雰囲気が伝わってくるな」
「自分でもそう思いました」
「彼はわたしを縛ったままネチネチと言葉攻めしてじらすんです」
「彼はよくエロを理解しているね」
「と思います」
「若さの勢いでせっかちにからだを重ねたがるものやけど」
「普通はそうですね」
「こころの彼は違ったんや」
「彼は同じ歳じゃなく、おじ様でした」
「なるほど。それで合点がいった」
「先生は亀甲縛りとかどうなんでしょう」
「ぼくはせいぜい紐で手を縛るくらいかな」
「初歩的ですね」
「うん。こころの方が縛りについては造詣が深い」
「照れちゃいます」
「今もその彼と会っているの」
「いえ、別れて久しいです」
「彼に女ができたの」
「違います。蒸発しました」
「蒸発?」
「自営業の社長で、会社が倒産するやいなくなったのです」
「こころはショックだったんじゃない」
「それはもう、本当にショックでした。お付き合いしている時にそんな様子は微塵も感じさせなかったですから」
「こころに心配させたくなかったんだろう」
「優しい方でした」
「こころの心には彼の面影が今もたゆたっているんだ」
「先生はよくわかっておられますね」
「突然の喪失だから、残されたものは途方に暮れる」
「夜のお仕事も彼を忘れたい、という思いで始めました」
「でも、忘れることはできない」
「辛いです」
「新しい恋が彼の面影を遠ざけてくれるかも」
「先生」
こころは真剣な顔付きで先生を見詰める。
「先生が凛ちゃんの大切な方だ、と承知しています。万一、わたしが先生と一線を越えるようなことがあれば、それは情熱です。だけどいけないことですよね」
「うん、いけないことだ。でも、やむを得ないことでもある」
「どうしてですか」
「それはこころが小説のヒロインだから」
「先生は想像ではなく、リアルを求めるのですね」
「想像だけでもダメだし、リアルだけでもダメ」
「両方ですか」
「そう。だからリアリティが出てくる」
「凛ちゃんはこうなる流れの可能性を予見していたのでしょうか」
「予見はしていない。凛はただこころに同伴のポイントをつけてあげたい、思いじゃないかな。小説のヒロインにもなってもらうわけだから」
「わたしは悪い女ですね」
「清楚なこころが悪女になるのもいいじゃないか」
「先生も悪いヒト」
こころは先生を睨む。その眼差しは艶めかしいものだった。先生はこころを抱き寄せ頬に軽くキスした。先生とこころは共犯の秘密を共有した。
クラブ吉野では凛が二人を出迎える。凛は先生とこころの表情から何かを読み取ろうとしたが、別段、変わった様子はなさそうだった。凛はホッと一息つく。凛はこころを先生の横に座らせ、自身は向かい側に陣取る。
「先生、どうでしたか」
「楽しかったよ」
「良かった」
「凛ちゃん、お気遣い有難うございます」
「こころちゃんと先生が仲良くしてくれたら、わたしも嬉しい」
「本当に仲良くなってもいいのかな」
「凛の目の届く範囲で仲良くなっていただく分には何ら差し支えありません」
「当然、そうする」
「わたしが凛ちゃんの立場だと、嫉妬で身悶えます」
「ちょっぴりヤキモチ焼いてはいるのよ」
「正月気分がまだ残っているから、餅を焼くぐらいのヤキモチなら可愛いな」
「あら、餅を焼くぐらいじゃありません」
「じゃあ、肉を焼くぐらいかな」
「正解。こころちゃん、次は三人でお食事しましよ」
「いいんですか」
「いいよね、先生」
「もちろん」
「やった」
こころは清楚なイメージを損なうのもいとわない歓びようだった。先生は内心動揺した。一線を越える情熱をこころの歓びに感じたからである。もちろん、凛にはわからない先生とこころだけの秘密の共鳴であった。先生は肌襦袢を着たこころを縄で縛る妄想にとらわれた。縄と縄の間から盛り上がる乳房、はだけた肌襦袢から伸びる脚、虚ろな瞳。反して凛との性愛はまだ青い林檎のようなものだ。性愛の深みからほど遠かった。
「先生、何、ぼうとしているんですか」
凛の声に先生は我にかえる。
「いや、何でもない」
「まさか、もう心はこころちゃんにいっているなんてことはないですよね」
凛は笑いながら言った。凛の指摘は鋭かったが、凛自身は自分の言葉にさほど意味を持たせていなかった。優位性に揺るぎがない、と信じていたのだから。
先生は既視感に襲われた。クラブ下弦でも同じような状況があった。初めて会ったあやのに心を奪われた矢先に亜紀が現われ、いつしか男女関係に発展した。この世に男と女がいるかぎり、歴史が繰り返されるのと同じように似た状況は繰り返されるものなのだ。
「先生、もうすぐえべっさんですね」
「こころは行ったことがあるの」
「はい。一度だけ」
「誰かに連れていってもらったのかな」
「蒸発した彼にです」
こころは先生の耳元でささやく。先生は凛をみた。凛はにこやかな顔付きでグラスワインを飲んでいた。先生は、小声で「一緒に行くか」とこころに訊く。
「本当ですか」
「ああ」
「嬉しい」
こころの清楚な顔が輝く。
「またラインします」
「わかった」
先生はうなずく。これでこころとは秘密の共有が増える。秘密の共有が男女の結びつきを深める。かつてあやのが先生に、「北新地は、一通りに女は一人ね」と言ったことがある。北新地には本通り、上通り、船大工通り、永楽町通りの四つの通りがあるので、一通りに一人の女だと、四人の女と秘密を共有してもいいわけだった。だが、クラブ下弦とクラブ吉野は同じ通りにある。つまり、あやのと凛は両立しない。幸い、あやのは秘密の共有がない。また、秘密の共有があった亜紀は遠ざかった。
こころと秘密の共有を持つことになれば一通りに一人の女どころではない。一クラブに二人の女と秘密の共有することになる。先生は凛を眺めながら悩ましい葛藤を覚えた。
一月九日の宵戎、十日の本戎は人だかりでもみくちゃにされる懸念があったので、先生はこころとは十一日の残り福に参ることにした。西宮戎、堀川戎、今宮戎と三大戎があるが、先生はこころの希望で堀川戎に行くことにした。夜は北新地でのお勤めがあるため、昼過ぎに先生はこころと地下鉄堺筋線南森町駅一番出口で落合った。人だかりはあったものの、もみくちゃにされるほどではなかった。こころは先生の腕に手を掛けはぐれないようにした。冬の北風が頬をかすめる。
「寒くないか」
「こうしているから大丈夫です」
こころはそう言ってからだを先生に密着させた。先生は太陽の陽光が照り返る昼間にこころと残り福への道行することに胸がときめくのを感じた。堀川戎神社に近づくにつれ雑踏の密度が増す。それに比例して先生とこころの密着感も増した。先生とこころは本殿の賽銭箱の前に立ち、小銭を入れて本殿の軒先から吊り下げられた太く白いしめ縄を揺すった。赤銅色の大きな鈴ががらんがらんと鳴った。
「先生は何をお願いしたのですか」
「秘密。こころは」
「わたしも秘密です」
「同じ願いかもしれないな」
「やだぁ。先生たら」
「いうことはやっぱり」
「言っちゃダメ」
こころは先生の口に指をあてる。先生はこころの指を軽く舐める。雑踏の中の刹那の行為だった。先生とこころは見詰め合い微笑む。
「商売繁盛で笹持ってこい」
境内に響き渡る掛け声に先生とこころは笹をもらい、福娘に近寄る。巫女装束に金烏帽子の福娘は、「福招く千両、万両つけましょう」と綺麗な声で唱えていた。厳選された才色兼備の福娘だけのことはあってこころが買った子宝を笹に取り付けながら素敵な笑顔を絶やすことがなかった。見ていてほのぼのとした幸せな気持ちになる。先生の脳裏に巫女の装束を着たこころがよぎる。よく似合いそうだ、と先生は思った。堀川戎の残り福詣でが終わった後、先生とこころは日本一長い天神橋筋商店街の一角にある喫茶店に入った。店内には笹を持つヒトがちらほらいた。こころもその一人であった。
「歩き疲れたな」
「ええ、少し」
「彼の記憶が蘇ってくるか」
「先生の意地悪」
「嫌味で訊いたわけじゃない。懐かしい想い出は心の潤滑油みたいなものだから」
「女は過去の男を上書きして消去するていうじゃないですか」
「男は未練が残る」
「それだけ女は現実的な生き物なんですね」
「かもしれない」
「でも、正直に言いますけど、彼の面影は消えることはありません」
「前にもそう言ってたね」
「はい。先生がご指摘されたように突然の喪失でわたしの心に彼の面影が刻印されたままです」
「たゆたうどころじゃないな」
「はい。時折、キュッと胸が痛くなることがあります」
こころはそう言って携帯の画像を先生に差し出した。はだけた赤い肌襦袢の上から縄で縛られたこころの妖しい被虐美が目に飛び込む。虚ろな目には恍惚が宿っていた。こころの被虐美は先生の想像を超えたエロスを体現していた。先生は衝撃に頭がクラっとした。
「彼が撮ったんだ」
「はい」
「縄縛りは女性礼賛の審美眼を持つ者でなければいい絵が撮れない」
「彼も同じことを言ってました」
「感性はぼくと似ているかもな」
「そう思います。先生、こころを縄で縛ってください」
「本心で言っているの」
「もちろんです」
「ぼくとこころのお願いは一致したね」
「はい」
こころは大きくうなずく。先生の胸が高鳴る。こころを縄で縛ることは一線を越える関係になる。秘密の共有である。凛との秘密の共有もありながらこころを縄で縛る行為は背徳であった。背徳に裏打ちされた性愛ほど蜜の味がする。ただ、先生には緊縛の技術が欠如している。紐でこころの手を縛るだけではこころの被虐を十分に満たすことは叶わない。こころの肌に食い込む縄が必須だった。密かに縄で縛る訓練をしなければならないだろう。どこでその訓練をすればいいのか。先生は思い悩む。
蔵書の中に『伊藤晴雨自画自伝』(新潮社)と『日本緊縛写真史』(自由国民社)があった。自称縄師の友人からいただいた稀覯本だ。時折、手にして眺めることはあったが、まさか現実に自らが緊縛をする立場になることなど思ってもいなかった。人生の巡り合わせとはこうしたものだろう。先生はこころにこのことを語った。
「自称縄師さんはさぞかしお上手なのでしょうね」
「ああ、ぼくも実際、目の前で見たことがある。あっという間に縛り上げていた」
「どんなシチュエーションでした」
「あるスナックのママが縄師の愛人で、お店を閉じた後に縄でママを縛った」
「隠微な感じですね」
「そう。暗闇の店内をカウンターに置いた赤いスタンドのぼうとした明かりが縄で縛られたママの被虐の顔を浮かび上がらせていた。何とも妖艶だったのを覚えている」
「縛っただけですか」
「少しは戯れたかな」
「縄師さんがですか」
「いや、ぼくも」
「縄で縛られたママはなぶられたんですね」
「そう。なぶられるママの顔は恍惚だったな」
こころはその情景を脳裏に描いているかのようで、「わたしもなぶられてみたい」とつぶやいた。人間の心の深淵はふとした瞬間に垣間見られるものである。先生はこころを見詰めた。こころは顔を赤らめ上目遣いで先生を見詰め返した。先生はえべっさんの「商売繁盛で笹持ってこい」という掛け声が「女性礼賛で縄持ってこい」に聞こえた気がした。
えべっさんも過ぎ、一月中旬に先生は凛の提案したこころを含めた三人と道楽園で食事することにした。車を止めて道楽園までの道程は北風に吹かれて先生は寒さに震えながら歩いた。凛もまたセットサロンを出た瞬間、北風にあおられぶるっと震えた。先生と凛は道楽園の前で鉢合わせした。たいがい先生が早めに着くので鉢合わせはまれであった。
「あら、先生」
「よう、凛」
二人は見詰め合って微笑み、道楽園の中に入っていく。いつもの個室に通される。
「先生、こころちゃんから連絡があって、少し遅れるようです」
「わかった。こころが来るまで密着するか」
「髪の毛は触らないでね、セットが崩れちゃうと困る」
「みなまで言わずとも承知しているよ」
「たくさんのモデルさんたちとお食事してきたからよくおわかりですね」
「凛、嫌味やな」
「これからはわたしメインだからもう言いません」
凛はうふんと含み笑いする。
「頼むよ」
「まかしときぃ」
凜があばずれっぽく言う。先生は凛を抱き寄せ、軽くキスする。部屋担当が顔を出す度に態勢を整える。
「先生、お誕生日は雪でお流れになっちゃったでしょ。だから、今夜はワインボトルを入れてほしい」
凛の誕生日にホテル同伴することになっていたが、当日の積雪で外出が不可能になった。その埋め合わせはクリスマスに実行した。ホテルでの抱擁、セットサロン、食事、お店と続いて慌ただしい流れになった。クリスマスは動員がかかっていることもあってお店も賑わいがあった。凛は他の席にも付くことがあった。だから、先生の席にだけ付くことは難しかったので凛はグラスワインで我慢した。だが、今夜は新年の動員も過ぎ、ゆっくり先生の席に付くことができる。あらかじめお店にも伝えていた。先生は異議ナシであった。
「ところで、先生、音沙汰のなかった父から連絡があったんです」
「孫のことでかな」
「どうしてわかるんですか」
「そら、人間誰しも血の繋がった孫は可愛いものだ」
「離婚していてもですか」
「うん。ヒトの情というものかな」
「一度、武司の顔が見たい、て言うの」
「会わせてあげたら」
「母はあまりいい気がしないみたい」
「お母さんの気持ちはわかるけど、お父さんの気持ちもわかってあげないと」
「わかりました。父に連絡してみます」
「それがいい」
「父は武司を見て何て言うかしら」
「第一声は可愛い、そして、真っ直ぐ元気に育つんだよ、と言うよ」
「先生は何でもわかっちゃうんだ」
「ヒトの情というものは普遍的だからね」
「お小遣いもくれるといいな」
「それぐらいは期待できるよ」
そうこうしていると、こころが現れた。
「遅くなりました。ごめんなさい」
こころは顔を赤らめて言った。
「気にしなくていいよ。凛と仲良くしていたから」
「そうよ。こころちゃん」
凜が相槌を打つ。
「じゅあ、もう少し遅れてきた方がよかったですか」
こころは先生を見詰めて言った。
「何事も自然体で」
先生はこころを見詰め返し言った。こころは向かいの席に座った。先生は凛とは直接からだに触れ合いながらこころとはアイコンタクトで触れ合った。男冥利に尽きる。先生は隠微な色香にご満悦であった。
「先生、えべっさんは行きはったんですか」
先生は一瞬、凛が堀川戎の残り福詣でしたのを知っていたのか、と驚いた。こころも目を伏せた。
「いや、寝正月と同じでえべっさんは家にいた」
先生は嘘をついた。
「それがいいですね。あの人だかりだともみくちゃにされちゃいます」
「そだね。人だかりは苦手だ」
先生はこころを見る。
「わたしも人だかりは嫌です」
こころが相槌を打った。凛を裏切った瞬間である。先生はこころを凝視する。こころの目は背徳の罪におののいていた。「わたしもなぶられたい」というこころのつぶやきが先生の脳裏をかすめる。先生は凛を共犯者にしてこころを縄で縛ってなぶる妄想にふけった。含羞に青ざめ被虐の恍惚に打ち震えるこころは耽美の極みであった。先生は思わず凜の太ももに這わせていた手に力を込める。
「かんにんや」
凜は芝居がかった声を出す。背徳の罪におののいていたこころの目が潤む。
「どうしたの、こころちゃん」
凜が心配気に訊く。
「いえ、何でもないです。目に何か入ったみたいで」
「なら、いいけど」
凜はそう言いながらも、どうしたんだろう、とぼんやりとした不安に襲われる。先生がこころちゃんの目が潤むのを見てわたしの太ももから手を離したのは偶然かしら。ま、いいか。先生は凛のものなんだから考え過ぎないようにしなっくちゃ。凛は自ら手を先生の太ももに置いた。先生は凛の手に手を重ね、優しく撫でる。凛は安堵した。
同伴ポイントがつくこころは時間ギリギリまで先生と一緒にいることができる。凛は少し早めに入店しなければならない。
「先生、後はよろしくお願いします」
「わかった」
凛は後ろ髪を引かれる思いで二人を残して立ち去る。先生はこころに横に来るよう促す。こころは気怠い感じで先生の横に座る。
「先生はわたしを縄で縛る妄想していたでしょう」
「わかった」
「わたしを見る目が淫らでした」
「そう。こころをなぶっていた」
「ひどい」
「ごめん」
「いえ、わたしも妄想していました」
「以心伝心やな」
「はい。でも、凛ちゃんに嫉妬しちゃいました」
「どうして」
「だって、先生は凛ちゃんに密着していたんだもの」
「仕方ない」
「憎らしい。嫉妬を払拭してください」
先生はこころを抱き寄せ頬にキスした。背徳の意識にさいなまれながらも惹かれ合う磁力に抗いようがなかった。
「先生、こころをなぶってください」
「ああ、思いっきりなぶる」
「嬉しい」
「こころはいけない子やな」
「はい。いけない子です。でも、一線を越えるのは情熱です」
「そう。情熱」
「先生は占いを信じますか」
「こころはどうなの」
「かつて難波別院南御堂に行ったことがあるんです。わたしのマンションの近くにあって、散策がてらに立ち寄ったんです。そこで今月の言葉というのが掲示されていたのを見たんです」
「どんな言葉だった」
「吉田兼好の言葉で、吉凶は人によりて日によらず、というものでした」
「なるほど、人間の在り様、生き様は占いで左右されるのじゃなく、そのヒト自身のどうあるべきか、どう生きるべきかという意志にある、てことだな」
「はい。わたしもそう思います」
「こころはいい思考をしているね」
「先生にそう言っていただければ心強いです」
「ぼくはこころがますます気に入った」
「嬉しい」
支払いを済ませて先生はこころと連れ立って通りに出る。北風が冷たい。だが、こころと手を取り合って歩く先生の心は沸々と煮えるように熱かった。
クラブ吉野はほどよい程度に賑わっていた。凛はこころを先生の横に座らせ自身は向い側に座った。黒服がワインボトルとワイングラスをテーブルに置く。先生も形だけワイングラスを持ち乾杯した。
「凛ちゃん、お気遣いいただき有難うございます」
こころが身を乗り出して礼を言う。
「いいの。こころちゃんは小説のモデルだし」
「なんかおいしいモデルだな、て感激しちゃいます」
「先生に面白い小説を書いてもらわなくっちゃ」
「もちろん、面白い小説を書く」
「あやのさんは登場するんですか」
「あやのと奈都はレギュラーやからな」
「凜もレギュラー入りしてよ、先生」
「わかっている」
「わたしは今回でおしまいですか」
こころが悲し気な顔付きで訊く。
「いや、これからも登場する」
「よかった」
こころはホッと一息つく。凛もこころもほろ酔い加減になった頃合いに黒服がこころを移動させると、ショートカットで目がクリっとした子が横に付く。真冬にもかかわらず生足であった。
「初めまして、明日香です」
「先生、わたしの親友で、前からご紹介したかったんです」
凛がニコニコしながら言った。
「明日香、て前に聞いた気がする」
「昔、ラブホテルでパーティした友達の一人です」
凛が補足する。
「そうそう。ラブホテルを女子会に使うとは何とも斬新な発想と思った」
「安上りで愉しめちゃいます」
「なるほど」
「凛ちゃんからは先生のことよくお話聞いています」
「悪口やろ」
「違いますよ」
「では」
「いいヒト」
「何も出ないよ」
「こうして先生に付かせていただくだけで本望です」
「凛も可愛いけど、明日香も可愛いね」
「嬉しい」
先生は明日香の生の太ももに触れ、「寒くないの」と訊く。
「平気です」
「若いんやな」
「暑がりなんです」
凛はワインを飲みながら先生と明日香を眺めている。
「先生は小説を書いていらっしゃるんですよね」
「うん」
「凛ちゃんとわたしとでドロドロの三角関係みたいなものも書いてください」
「友情を裏切るわけやな」
「凛ちゃんが泣き暮れるなんて面白くていいじゃないですか」
「明日香ちゃん、小説の中だけなら構わないよ」
凛は余裕の態度で言う。明日香は楽し気な表情で、「凛ちゃん、男女関係はいつどこでどうなるかわからへん」と返す。
「ほんま明日香ちゃんてかなんこと平気で言うわ」
「人生は一回きりなんだし、楽しまなきゃ。でしょう、先生」
「確かに」
「友情に亀裂が走らないようにしてよ」
「もちろんじゃない」
「明日香ちゃんは行動家だからちょっぴり心配」
「友情は死ぬまで続くけど、愛情はどこかで醒めちゃう」
「何か寂しい」
「明日香の言っていることには一理ある」
「ですよね、先生」
「永遠の愛は幻想や。だけど、ヒトは永遠の愛を求める。ヒトは理想と現実のはざまで葛藤しながら生きている」
「哲学的ですね」
「いにしえよりヒトはどうあるべきか、またどう生きるべきか、といった命題を背負っている」
「正解はあるんですか」
「ヒトそれぞれに違いがあるようにこれが正解というのはない」
「難しいですね」
「ただ、好き勝手にどうあるべきかどう生きるべきか、というわけではない。一定の縛りがある」
「何ですか。縛りて」
「倫理」
「倫理?」
「規範と言い換えてもいいかな」
「何となくわかるようなわからないような」
「ぼんやりとした理解で構わない。ヒトは自身の本質もわかっていない。だから、普段いいヒトに見えたヒトがとんでもない犯罪を犯すことで世間を驚かせる」
「心の闇ですね」
「そうともいえる」
ここで黒服が明日香を呼ぶ。明日香は去り際に、「先生、いつかお食事ご一緒させてくださいね」と言った。先生は、「必ず食事に誘うから、もう少し待って」と答えた。明日香はニッコリうなずいて移動した。
先生が部屋で寛いでいると、奈都から携帯に電話があった。
「先生、最近、ご無沙汰じゃないですか」
「ごめん」
「凛ちゃんもいいですけど、クラブ下弦を忘れちゃダメですよ」
「もちろん、忘れるなんてことはない。新しい小説を書くための旅路と思ってくれるかな」
「旅路ですか」
「そう。ぼくにとって第一は小説、第二に色恋。だから、奈都も理解してほしい」
「色恋はいりませんよ。先生の小説は色恋が多すぎなんです」
「立木周は現代の光源氏。源氏物語の北新地版が愛のうそまこと」
「うーん。だいぶかけはなれてますが、一○○五歩譲って、まあそういうことにしときましょうか」
「おおきに」
先生は年明けになってクラブ下弦にはまだ顔を出していなかった。奈都がしびれを切らして電話してきたのだ。先生自身、凛との復活がなければ北新地から離れるつもりでいた。あやのを女神として書いた小説が一区切りしたこともあって新地通いに疲れが出た。神の見えざる手が凛を先生の前に据え、『愛のうそまこと』を書き続けよ、と後押ししたのかもしれない。
あやのからも携帯に電話がかかってきた。
「先生、凛ちゃんといい感じなの」
「ボチボチかな」
「何よ、そのボチボチて」
「大阪でボチボチはまあまあいうことや」
「つまり、いい感じ、てことでしょう」
「かも」
「何が、かもよ。そうなんじゃない」
「あやのは厳しいね」
「先生がはぐらかすからよ」
「そんなつもりはないけど」
「つもりはなくても、結果的にはそうなっているの」
「ま、それぐらいで勘弁して」
「勘弁したげるから、食事しよ」
「食事か…」
「あやが相手では嫌なの」
「いや」
「だったら、何よ」
「別に」
「じゃあ、決まりね」
「わかった」
「やった」
先生はあやのに押し切られて食事することにした。先生はクラブ下弦とクラブ吉野を振り子のように行ったり来たりすることになるかもしれない、と思った。ただ、物理的法則通りの振れ方にはならないだろう。クラブ吉野寄りに振れ、時折クラブ下弦に振れ戻る、といった不規則な振り子だ。奈都とあやのがクラブ下弦にいる限り、クラブ下弦を離れることはない。これも定め、と思うほかないだろう。先生は溜息をつく。
あやのとの食事処は道楽園であった。あやのと初めて食事したのが道楽園だった。あやのの面影が先生の心にたゆたい、先生は憑かれたようにあやのをモデルに小説を書いた。懐かしい想い出だ。
あやのはツンと上を向いた乳房の谷間が見えるスリットがあるドレスを着ていた。ただ食事中はカーディガンを羽織っていた。先生はスリットの隙間に手を伸ばしあやのの太ももに触れた。
「また、触る」
あやのは警告するが、先生は全く気に留める様子もなかった。
「素敵な女が横にいるんやから」
「ゴッドハンドが出動するんでしょ」
「よくおわかりで」
「懲りないんだから」
「ぼくが懲りたらぼくでなくなる」
「塀の中の懲りない面々、て小説あったっけ」
「うん。安部譲二」
「先生は、新地の中の懲りない作家だね」
「あやのは女神だけのことはあるな」
「どっち」
「からだと教養」
「両方なんだ」
「そう。だからあやのは極上の女や」
「有難う、先生」
「これで性愛があれば最高やな」
「よく言ってるわ。凛ちゃんといい感じでクラブ吉野に傾いているのに」
「それはそれ。これはこれ」
「先生都合ね」
「作家は利己主義でないとあかん」
「エゴてことね」
「女神はわがまま、作家はエゴ」
「そだね」
あやのは適当に手を打った。道楽園を出ると北風が身に染みる。寒さに弱い先生はあやのに密着して歩いた。夜の暗闇に映えるイルミネーションも凍えているようであった。通りに佇む黒服はなおさら凍えて両手を擦り合わせていた。客を摑まえるのも一苦労なのだ。
クラブ下弦のエスカレーターには先生が先に立ち、次にあやのだ。
「隙アリ」
あやのが先生のお尻を突く。先生は振り向きざまあやのの胸を触る。いつもの痴漢ごっこだ。先生とあやのは見詰め合ってニンマリ笑う。奈都が出迎えてくれた。
「随分、お久しぶりです、先生」
奈都はからだをくねらせて挨拶する。先生は店内の明かりが眩しく感じられた。かつてのホームがアウエーに思えたからかもしれない。奈都にエスコートされて席に付いた先生はクラブを掛け持ちする自身がとても不思議だった。
横に座るあやののロングヘアがツンと上を向いた乳房の谷間にかかり、美脚がスリットの隙間から見える。あやのの魅力は蠱惑的ですらある。先生はそんなあやのへの想いを小説に昇華させた。先生はあやのとの性愛を実現することでさらなる小説の深化をはかりたかった。だが、それは叶わぬ夢であった。
「何考えているの、先生」
あやのが訊く。
「いや、ぼうとしている」
先生は力ない声で答えた。
「わかった。凛ちゃんが恋しいんだ」
あやのは先生の脇を突く。
「違うって」
先生はからだをひねって言う。だが、あやのは余計に面白がって先生の脇を突く。先生があやのと出会った当初、あやのは「あやの心はこどもなんです」と言っていた。痴漢ごっこといい、脇を突くこともあやののこども心がなせる仕業だ。奈都が笑みを浮かべて先生とあやのの戯れを眺めている。戯れが一段落したところで、奈都が、「先生、クラブ吉野はどうなんですか。それとなくお話は伝わってきます」と訊く。
「下弦でも気の合う子が次々とできたけど、吉野はそれを上回る勢いやわ」
「それはそれで大変じゃないですか」
「うん、そう思う」
「大丈夫ですか」
「小説のモデルになる子たちだから、愉しい」
「一に小説、二に色恋、て言ってましたね」
「ぼくの第二の人生だから」
「新地の懲りない作家だもんね、先生」
あやのが愉し気に割って入る。
「何ですか、それは」
先生は道楽園であやのとやり取りした経緯を語った。
「さすがあやのちゃんね」
「教養は色気なり。これはあやのの名言や」
「あやは先生の女神だもの」
「そう。インスピレーションを与えてくれる女神」
「だから、先生、あやとの食事は忘れちゃイヤよ」
「そうですよ。下弦が先生の原点なんですから」
「わかっている」
「原点回帰すべきね、先生」
「いや、コペルニクス的転回で、当分クラブ吉野通いやな」
「新地通いは疲れた、て言ってたのに」
奈都が不満げに言う。
「凛との復活がなければ、実際、新地通いは遠のいた、と思う」
「縁ですね」
奈都がしみじみと言う。口座担当の立場からすれば先生には下弦に回帰してほしい、だが、凛と先生は元々奈都が引き合わせたようなものだ、会った瞬間から二人は好いた同士になっていた。凛の若さが暴発して先生は凛から離れた。それが再会して復活した。
「ほんま、縁やな」
「なんか、ロマンチックね、先生」
あやのがからだを寄せて言う。
「ぼくは残された人生を悔いなく生きていきたい、と思っている」
「先生都合で、でしょう」
「作家のエゴ」
「どっちだって一緒だわ」
「かもしれない」
先生はあやのを抱き寄せ頬にキスした。ふと、颯爽と通りがかる亜紀と目が合う。黒いレースのドレスを着た亜紀は魅力的であった。亜紀が目で挨拶する。先生も目で挨拶を返す。
亜紀が先生の後輩のフリーダムに心を傾けることがなかったなら、亜紀とは変態トークとSMごっこを続ける関係にあっただろう。とすれば、凛との復活はなかったかもしれない。先生はあやのの柔肌を感じながら人生のあやを思う。生きていること自体が不可知なものといえた。
「先生、次作もあやはチョイ役なの」
「ごめん。そうなる」
「女神を復活させてよ。これはクレームだからね、先生」
「クレームはしっかり受け止めないといかん」
「そうよ」
「そのためにはあやのとの性愛が現実にならないと」
「じゃあ、永遠にないじゃない」
「いや、永遠てなものはないから、先のことはわからないよ」
「先生が独身になってあやと結婚すれば、てことね」
「それも含めて先のことはわからない」
「あやがおばあちゃんになっている」
「あやのがおばあちゃんになるのは想像できない」
「歳は重ねていくんだから」
「その頃にはぼくはあの世に行ってる」
「先生は百歳まで生きているよ、きっと」
「どうかな」
「だって、一に小説、二に色恋、て言ってるんだから、歳の取りようがないじゃん」
「そうそう。先生は現代の光源氏ですもんね」
奈都が思い出したように言う。
「面白い、先生は懲りない光源氏だわ」
「バカにしているな」
先生はそう言ってあやののツンと上を向いた乳房を指で突く。
「だって、そうだもん」
あやのは先生の脇を突く。何とも愉しい戯れだ。
先生はこころの緊縛願望を叶えるために縛り方を研究することにした。参考文献は『伊藤晴雨自画自伝』と『日本緊縛写真史』。加えて「緊縛」のキーワードでネット検索した。縛り方は多種多様であった。乳房縛り、手足首縛り、亀甲縛り、菱縛り、背面合掌縛り、背面観音縛り、後手合掌縛り、後手観音縛り。他にもあったが、十分である。先生は手先が不器用なだけに不安を覚えた。縄師の友人に伝授してもらうのが賢明と思い連絡を取ったものの、「現在、使われておりません」というメッセージが返って来た。先生は機種変更のお知らせが自分には来ていないことにしばし暗澹とした気持ちにとらわれた。
まさかあの世に行ったのではあるまいかという懸念も覚えた。それなら誰かから訃報があるに違いない。便りの無いのは良い便り、と思いくよくよ悩まないことにした。
先生は独学で縄縛りを習得するほかない、と覚悟した。通販サイトで麻縄を購入した。宅配で届いた函を開け、麻縄を手にした瞬間、先生の妄想がふくらむ。
跡が残らないように、また痛みが伴わないように、何より美的に縛ることが肝要に思えた。芸術的な縛りがこころの清楚な表情に含羞と恍惚が交錯した彩りを引き出す。こころの虚ろで切なげな眼差しが先生の脳裏に浮かぶ。
「なぶってください」
こころの隠微なつぶやきが聞こえてきそうであった。からだに熱い血が流れる。高ぶりが妄想に油を注ぐ。白い肌襦袢のこころに赤い麻縄で美しく縛り、習字用の筆先をほつれ毛が数本絡む白いうなじ、肌襦袢からはみ出た乳房、太ももへと這わせていく。こころは喘ぎ身悶える。眉間に苦悶の皺を作るこころは含羞と被虐の恍惚に沈む。
「先生、もっと」
こころの潤んだ瞳の奥に淫らな光が発する。こころは妖しい表情だった。
いかん、いかん、これでは縛りの練習ができない。先生は冷静になるよう努める。先生は古道具屋で上半身のマネキンを購入した。先生は自室で密かにマネキンをこころと見立てて乳房縛り、亀甲縛り、菱縛りと練習する。やはり不器用な先生は美的な縛り方の領域にはほど遠かった。それでも根気よく麻縄をマネキンに巻き付ける。先生はホトホトに疲れ緊縛の難しさに溜息をつく。友人の縄師がいかに達人であるか改めて認識する。
ネット上では緊縛教室の受講生を募集しているサイトもあった。受講したい思いは山々であったが、闇の世界に繋がっているのではないか、という懸念がある。だから、応募は思い止まった。下手なりに誠意を尽くしてこころを縛ることにしよう。先生は一人合点した。
携帯が鳴る。凛からだった。
「先生、会いたい」
「来週会うんじゃなかった」
「そうですけど、今夜も会いたいな、と思っちゃった」
まさかマネキン相手に緊縛の研究に励んでいるなんてことは言えない。
「小説を書いているので、ちと難しい」
「わかっています。声が聞けてよかった」
「ぼくも凛の声が聞けて嬉しい」
「本当ですか」
「もちろん」
「先生は凛のパパだもんね」
「パパだけじゃないよ」
「あ・い・じ・ん」
「よくわかっているな」
「はい」
「凛はお利口さん」
「チョイわがままですけど」
「そのわがままも可愛い」
「よかった。またチョイわがまま言っちゃいます」
「いいよ。そういえば、凛、お父さんに武ちゃんを会わせたの」
「一月末辺りに会うことにしてます」
「それはよかった」
「何か先生が武ちゃんのお父さんみたい」
「ひょっとしていたらそうなっていたかも」
「残念だわ」
凛との携帯が切れた後、こころからラインが届いた。
「先生、こころは今とても辛いです」
「どうかしたの」
「先生にお会いしたいのです」
これまた緊縛の研究に励んでいるなんてことは言えない。
「来週、凛と食事してお店に顔出すよ」
「来週ですね。わかりました。お会いできるのを楽しみにお待ちしています」
「うん。ぼくも楽しみにしている」
来週は凛とホテル同伴である。何事もルーティン化すると日常性を帯びる。凛は家計を支えるために土日もアルバイトしている。それに武司という息子がいる。土日の逢瀬はままならないわけだ。ホテル同伴の性愛は慌ただしい。大人の女になったとはいえ、凛はまだまだ青い果実である。十分に時間をかけて凛を開発する必要があったが、カタツムリのように歩むしかない。凛との性愛が成熟するまで先生は生きているか何とも心もとなかった。だが、心の艶がある限りそう簡単に老いることはないだろう。心の艶は女の柔肌に触れることで保たれる。慌ただしくとも凛との性愛は大事であった。
先生はまたぞろマネキン相手にいかに美しく縛るか研究を続行する。疲れる研究であるが、愉しい研究でもあった。
凜は先生がクラブ吉野の子たちと気が合うことに安堵と歓びを得た。とりわけこころは小説のモデルに自ら申し出てくれた。こころが先生のタイプであるのは心配しないでもなかったが、夜の世界では疑似恋愛の感情が生まれるものだ。先生がこころと疑似恋愛したところで、それは小説に反映されるだけだ。リアルな恋愛は凛とだけである。うふんと、凛は含み笑いする。
先生とのホテル同伴当日は何かと忙しい。
先ず、前夜のお酒は控え目にする。アフターなどとんでもない。閉店後は託児所に武司を迎えに行く。保育士に起こされて目をこする武司を抱き上げ帰宅する。ママ、眠い。ヨシヨシ、武ちゃんはいい子ね。凛は武司がスヤスヤと眠るまで添い寝する。そして化粧を落とし一風呂つかって煙草を一本吸う。一日の終わりだ。お疲れ様。凛は自らを慰労する。蒲団に入ると、先生を想いながら夢の中へと落ちていく。
朝一に武司を起こし、洗面と朝食。一段落して武司とお散歩。昼食後は昼寝だ。アラームの時刻設定を何度も確認する。普段は緊張感が欠如しているせいで時折、大きく寝過ごすことがある。そんな時は起きてから準備で大変だ。お店に遅刻することもままある。
ホテル同伴当日は緊張感を持って昼寝し、アラームが鳴るやサッと起き上がる。とはいえ、煙草の一本は吸って気を和ませる。最後の一服が終わると、活動開始だ。部屋の整理整頓は適当にして、化粧は薄めに服は先生好みを選ぶ。武司を早めに託児所に連れて行く。ママ。武ちゃん。切なくなる声を交わして凛は往来に出る。武ちゃん、ごめんね。ママは先生、いや、パパと会ってくるわ。いい子でいてね。凛は心の中でつぶやく。
先生の車が見えると、凛は母から女に変貌する。身も心も先生にゆだねるかと思うとからだがうずく。うふん。わたしも女だったんだ。凛はひとりごちる。
木枯らしが吹くラブホテル街はまだ陽光に照射され明るい。夜に映えるネオンも点灯していない。まるでマンションの一室に入るような感覚だ。
部屋に入ると、凛はいまだ緊張感でからだが震える。先生が凛を抱き寄せる。
「いやだ、恥ずかしい」
「凛はもう大人の女だよ」
「でも、いやだ。恥ずかしいんだもん」
先生は問答無用で凛の唇を奪う。舌を絡ませる。凛は抵抗しない。言葉では、「いやだ。恥ずかしい」と言っているが、からだは先生にゆだねている。先生は凛のうなじ、乳房、太ももと愛撫する。青い果実の凛は微かに反応して身悶える。かつて凛は性愛など無関心であった。それがこうして先生に愛撫され女の歓びを覚えた。女の歓びがかくもいいものだとは想像すらできなかった。優しく愛撫され夢見心地におちいると、知らぬ間に自身の喘ぎ声が雨だれのように聞こえてくる。ああ、凛は感応している。先生のなんとも温かい手の感触で凛は淫らになっていく。
「淫らなことは罪じゃない」
先生がささやく。
「そうなのね。凛はもっと淫らになってもいいのね」
「そうだ、もっと淫らになっていいんだ」
「凛は先生のものなのね」
「そうだ、凛はぼくのものだよ」
「先生、凛を好きにして」
「ほら、ここが感じるだろう」
「感じる」
「ここはもっと感じるだろう」
「感じちゃう。おかしくなっちゃいそう」
「いっぱい濡れているよ」
「いやだ。恥ずかしい」
「恥ずかしいか」
「恥ずかしいです。だけど、気持ちいいの」
「ほら、どんどん溢れ出している」
「先生、凛は淫乱になっちゃいます」
「淫乱な凛が好きだよ」
「本当に淫乱になっちゃいます」
「それでいいんだ」
もっとも、凛は絶頂に達するまでには至らない。凜が絶頂に達するまでには遠い道のりがある。先生は凛に絶頂の快楽がいかに素晴らしいものであるかを知らしめる使命を持つ。凛を女にしていく愉しい使命である。先生は凛を育てる覚悟だ。
携帯にセットしたアラームが鳴る。去りがたい気持ちを抑えて先生と凛は身支度を整える。
先生は車を新地内のパーキングに預ける。凛はセットサロンに先生は一足早く道楽園に向かう。案内された部屋で先生は寛ぎながら凛との性愛の名残を思い返しては小説の構想を練る。一に小説、二に色恋。先生はまさにそれを体現していた。北新地通いに疲れしばらく遠ざかるつもりであった。それがこうしてまた新地通いするようになった。凛との復活があればこそであった。
「お待たせ」
凜が現われる。凛は先生の横に座るや、軽くキスする。性愛の後の焼肉は何とも濃密な空気が漂う。いつものメニューであったが、美味しく感じる。心身の充実が味覚を鋭くしているのかもしれなかった。先生は時折、凛の太ももに触れる。凛がビクンと反応する。
「どないしよ、先生、敏感になっちゃってる」
凛はグラスワインを飲みながら告げる。
「いいやないか」
先生は鷹揚に答える。青い果実が徐々に成熟している。先生は凛を成熟させることに歓びを覚える。ホテルの一室から道楽園の一室に移動しただけで閉ざされた空間であることに違いはなかった。焼肉のあぶられる音が濃密で隠微な雰囲気を一層醸し出す。再度、官能の世界にひたる気分があたまをもたげる。だが、それは叶わぬことであった。出勤の時間が迫る。
クラブ吉野では常務が出迎えてエスコートする。凛は向いの席に座り、先生の横にはこころが座った。
「会いたかったです」
「ぼくもやで」
先生はこころの手を握る。こころの手は冷たかった。
「温かい」
こころはホッとした表情になる。凛は余裕の態勢でグラスワインを味わいつつ先生とこころの睦まじい触れ合いを眺めていた。先生は凛のものなんだから、こころちゃん、先生と仲良くしてね。凛は観音菩薩のような気分になっていた。先生は携帯に保存している緊縛の写真を三枚こころに見せる。
着物の衿を両側に剥がされて肌が露出しているモデルが乳房の上と下に麻縄で縛られ乱れた着物の裾から太ももが露出している。赤とピンクの腰ひもが効果的な彩りを添えている。
亀甲縛りされ巨乳が盛り上がったモデルの表情が切なげな被虐の恍惚状態になっていた。
後ろ髪に白いリボンがついて白い肌襦袢の上から後手合掌縛りされたモデルは垂れた髪に顔が隠され、露出した肌は鼻と耳とうなじの一部だけであった。肌襦袢の白さが清楚な印象を与えそれゆえに清純なものをいたぶる官能美が醸し出されていた。
こころは魅入られたように写真を見詰めていた。
「どうだ、こころは」
「白い肌襦袢が何かジンときます」
「こころのイメージに合っているよ」
「はい。そう思います」
「白い肌襦袢は持っているの」
「はい」
「それで縛られたことがあるんだ」
「あります」
「じゃあ、白い肌襦袢がいいな」
「はい」
「こころ、ぼくは縛り方の研究をしている」
「嬉しい。こころを先生の好きなように縛ってください」
「ああ、そうする」
「待ち遠しい」
「ぼくも思いは同じや」
先生は凛との性愛の余韻が残る手でこころの太ももを触れる。こころの太ももは生足であった。むっちりとした生足の太ももは先生を高揚させた。
「先生、お触りが過ぎると別料金が発生しますよ」
凛が笑いながら言う。
「凛が肩代わりしておいてくれるかな」
「上乗せしておきます」
凛の冗談に先生は微笑みジンジャーエール氷ナシを一口飲む。こころは自らのお酒を作って一口飲む。凛はグラスワインを優雅に飲む。凛と先生の目が合う。先刻、性愛の歓びを共有した凛の眼差しは色艶があった。凛はからだのうずきが収まってはいたが、先生に視姦されているかと思うとゾクゾクする。淫らになっているわ。でも、いいのよね、先生。先生は淫らな凛が好きだもん。うふん。凛は含み笑いしてグラスワインを飲み干す。
先生は思う。いつあの世に行ってもおかしくないこの歳で至福のひと時を過ごすことができる幸せは稀有なものだ。死ねばそれまでだ。生きているうちが花と言うものだ。どうあるべきか、どう生きるべきか。そこには倫理がある。先生の在り方、生き方に倫理があるかといえば、狭義にはノーだが、広義にはイエスといえた。既婚者の先生が凛を愛人にすることは倫理に反する。だが、一に小説、二に色恋という観点からすると倫理を超越したものになる。
もちろん、作家のエゴと指弾されても仕方がない。だが、芸術にエゴは必須である。エゴのない芸術家は存在自体が無価値である。何をも打つ魂がないからである。魂を打つ芸術家にはエゴがある。文学、絵画、音楽、映画、演劇すべての芸術に共通したものである。
先生は女であれば誰でもいい、というわけではない。女に小説のインスピレーションをもたらすものがあるか。先生の価値はまさにこの点にあって、だからこそ倫理を超越したものになる。女道楽は女と戯れること自体で目的を終える。先生は小説を書くことが目的である。この差は天と地ほどの差である。
「先生都合じゃない」
あやのの言葉が浮かぶ。あやの、それがぼくの生き方なんだ。先生はひとりごちる。
「どうかしたのですか」
こころが訊く。
「いや、ちょっと考え事していた」
先生は我に返ってこころを見詰める。こころが恥らいの笑みを浮かべる。凜の姿がなかった。トイレか他の席に移動しているかだ。
「先生、一月末に時間を作ってください」
「いいよ」
「先生と凛ちゃんとの関係をこわすことはしません」
「わかっている」
「有難うございます。一線を越えることがあれば、それは情熱です」
「ぼくにもその情熱はある」
「一致ですね」
「そう、一致」
「こころをなぶってくださいね」
「ああ、こころがもうかんにんして、いうまでなぶるよ」
「嬉しい。想像するだけでからだが火照ってきます」
「縛り方の研究をしっかりしておく」
「お願いします」
黒服がこころを呼び、他の席に移動させる。凜が現われて先生の横に座る。
「先生とこうしていると愉しい」
「ぼくも愉しいよ」
「こころちゃんとはよくお話できました」
「ああ、よく語り合った」
「こころちゃんは本当にいいヒトですから、先生が気に入ってくれて嬉しいです」
「凛」
「はい」
「ぼくとこころが一線を越えることがあれば、それは小説のためと思ってくれるかな」
「えっ!先生、もうそんな段階まで進んでいるんですか」
「仮の話や」
「びっくりした」
「ぼくは凜が一番大事に思っている。他の子に目移りすることがあってもそれは小説を書くためだから」
「あったとしても一度きり、てことですね」
「もちろん」
「だったら、許しちゃいます」
先生は凛を抱き寄せ、「ぼくは凛といい仲になれて嬉しい」と告げた。
「わたしも同じです」
凛は身も心も先生にゆだねる自身の幸福感に満たされる。先生は凛のものだから、これから先しっかり先生を摑まえておかなくっちゃ。うふん。凛は含み笑いする。店内のざわめきも天上の雨だれのように響いて聞こえる。
冬の寒さが身に染みるが、部屋の中は暖房しているので先生は平気だった。小説の進行がまずまずであった。一休みしてはパソコンに向かう。携帯が鳴る。あやのからのラインだった。
「先生納豆食べれるんだっけ?」
「食べれないことはないけど、納豆よりはあやのがいいな、て感じだからお気遣いなく!」
「面白い!何も言うてないのに感じとってくれたのね!笑笑」
「もはや、あやのとはツーカーの仲やで!」
「へぇ面白い、ツーカーって知らなかったから調べた。つぅかぁの仲ねぇ。ひとつ賢くなった」
「最近は確かに使わないかも。だけど、一時代を築いた表現や!」
「あやは今、半身浴しながらラインしているの」
「半身浴を写メで送ってよ」
「はーい!」
あやのの返信に先生は刹那、生唾を飲み込む。写メが添付された。目を閉じて気持ちよさそうに上半身をさらしているのはとある女優だった。先生もその女優は知っている。あやのはその写メに「笑笑」の文字を追加してきた。先生は思わず、「詐欺やないか!」と打った。
「へっへ。これは小説の一コマに使えるよ」
「有難う」
先生は、さすがあやのは女神だけのことはある、と再認識した。色香漂う遊び心がある。感心していると、今度はあやのが携帯に電話してきた。
「どうした」
「先生、食事行こう」
「詐欺しておいてか」
「いいじゃないの。久しぶりなんだし」
「そうだったかな」
「凛ちゃんとばかり会っているから感覚がボケているのじゃない」
「うーん、痛いところを突く」
「ねぇ、今週で一月も終わりだし。なんだったら、お化けの日でもいいけど」
「あかん。凛と食事や」
「ほら、また、凛ちゃんじゃない」
「わかった」
「そうこなくっちゃ」
「あやのには勝てん」
「有難うね、先生」
「ただ、一月はダメや。二月の半ば」
「一月は食事したもんね」
「そや、食事したよ。道楽園で」
「忘れていたんだ、先生」
「ちと、ボケてきたんかな」
「ちょっとした物忘れじゃない」
「かも。風呂に入ってシャンプーしたのにまだかな、と思ってもう一度シャンプーすることがある」
「普通よ、先生」
「あやのもあるんや」
「あるある」
ラインは誘いの伏線だった。これまでもあやのはよくこの手を使っていた。ボクシングでいうジャブがライン、そして、携帯に電話がパンチだ。先生はパンチにノックアウトされる。クラブ下弦には月に一度顔を出すつもりであった。だから、二月にはあやのと食事するのは拒む理由がなかった。危うく今週約束するところであった。くわばらくわばら。
今週末の土曜日にはこころとの逢瀬がある。いよいよこころを緊縛する時が来たのだ。先生はこころと会うまでは家にこもって小説を書き、合間にはマネキン相手に緊縛の研究を極めることにしていた。
いよいよその日が来た。
こころとの待ち合わせ場所は難波別院南御堂であった。時間は午後六時。先生は車でこころを迎えに行く。麻縄を入れた紙袋はトランクの中に置いてある。御堂筋の銀杏並木はイルミネーションが点灯して夜の暗闇をお洒落な感じに演出していた。先生は車を運転しながらこころを緊縛する手順を復習した。こころは洋服だけど、白い肌襦袢と赤い腰ひもをバッグに入れておくとのことだ。洋服を脱ぎ、白い肌襦袢に着替えたこころを麻縄で縛っていく。先生は約束の時間より少し早めに着いた。こころが現われるのを車の中で待つ。アイドリングの音に音楽が重なる。先生はトキメキに心がとろけている気がした。あたりは夕暮の暗闇に覆われていた。
こころが現われ車に近づいて来るかと思った瞬間、先生は目を見張る。こころは男の胸に飛び込んだ。こころは男の胸に縋って泣いているようにも見えた。待ち合わせの相手は別にいたのか。先生は不安に駆られた。かといって車から飛び出す雰囲気ではなかった。こころと男は何かやり取りしている様子だった。
男はこころを伴い通りの角を曲がって行った。先生は車から降りた。冬の北風が頬を打つ。寒さに震えながらもからだは熱かった。予期しない現実を目の当たりにした衝撃がからだの奥から何とも言えない熱源を生じさせていた。先生はまさかの展開に夢遊病者のように歩く。
「先生」
振り向くと凛がいた。武司の手をつないで驚きと歓びが入り混じった表情だった。
「どうしてここに」
「お父さんと待ち合わせです。でも、姿が見えないんです。携帯も通じません。せっかく寒い中を武司連れて会いに来たのにひどい父だわ」
凛は一月末に武司を父に会わせる、と言っていた。その日時と場所が、まさか先生がこころと密会する日時・場所と同じだったとは。先生はこころが胸に縋っていた男を思う。ひょっとすれば、という勘が働く。だが、その件を凛に告げることはこころとの密会を明かす。これは避けなければならない。先生は気を取り直し凛の肩を抱き、「寒いから車の中に入ろう」と言った。
「はい」
車の後部座席に武司と乗り込んだ凛は、「先生はどうしてここにいるんです」と訊く。
「たまたま、小説の取材で南御堂に来ていた」
先生は嘘をついた。
「そうなんですね」
「まさか、凛と会うとは思わなかった」
「偶然ですね」
「そう。偶然」
何とも酷い偶然であった。
「凛と先生は惹かれ合う運命なんですね」
「もちろん」
先生は力なく答え車を発進する。凛の家は福島区の鷺洲にあった。鷺洲には占い店が居並ぶ商店街がある。商店街のアーケードには「売れても占い」という謳い文句が目に入る。車が鷺洲に近づくと凛は、「先生、売れても占い商店街て、ほんまに大阪的なユーモアがありますね」と言った。
「確かに」
先生は相槌を打つ。脳裏にこころが言った吉田兼好の「吉凶は人によりて日によらず」という言葉が明滅する。先生はまさに凶であった。これは「人によりて日によらず」といえるのか。もしそうであるなら先生が内密にこころを緊縛する企てを持った自身の心にある。たまたま凛が武司を父に会わせる日と重なったせいにすることはできない。吉田兼好の言葉が脳に刻印される。先生は溜息をつく。
先生は本当にクラブ吉野の凛ちゃんが気に入っているんだ。何か焼けちゃう。あやは先生の女神というのに小説の中での登場もチョイ役ばかりだ。あやは先生にクレームを言ったんだけど、先生は性愛を盾に言い訳するんだから。嫌いだ、バカもん!ちと言い過ぎちゃった。ごめんなさい、先生。
一に小説、二に色恋。北新地の懲りない作家は懲りない光源氏でもある。にしてもどうして先生はモテるんだろう。顔と背丈は並というのに、作家だからかな。作家でも生理的に受け付けない男はダメ。先生はゴッドハンドで女の子を触るけど、嫌みがない。自然体なんだ。ほんと謎。ま、面白いから、いいか。
あやにいい男が現れないかな。先生が独身なら、すぐに結婚しちゃう。先生の独身を願うことは奥さんとの離婚か、死別を期待することになっちゃう。後味が悪いから、先生の独身を願うことは却下!
先生、ごめんなさい。あれだけこころを緊縛してなぶってください、とお願いしていたのに約束を破ってしまいました。お約束した時間前に行き、先生の車が止めてあったのは気付いていました。手を振ろうとした瞬間、彼が現われたのです。彼は何度もこころを緊縛し、被虐の恍惚を感得させてくれました。こころは彼を忘れることができず、彼の面影を引きずっていました。先生とお会いして彼の面影が先生に取って代わるのではと甘い期待もしました。だからこそ、えべっさんにご一緒させていただき、彼に緊縛されたこころの写真を先生にお見せしたのです。先生に緊縛されることでこころは彼の面影を払拭したかったのです。
彼が待ち合わせ場所に現れるなんてことは想像すらしていませんでした。だけど、彼を見た途端にこころは彼の胸に飛び込んでいました。
「どれだけわたしが打ちひしがれたかわからないでしょう」
「本当にすまない」
「せめて、一目だけでも会ってほしかった」
「できなかった。落ちぶれた姿をこころに見せたくなかった」
「愛があれば恰好なんて問題じゃない」
「わかっている。だけど、惨めな思いをするだけと思った」
「突然、愛するヒトを喪失したわたしのことはどうでもよかったの」
「そんなことはない」
「だったら」
「すまない」
「すまない、なんて言わないで」
「こころ」
「…」
「好きだよ。愛している」
「わたしもよ」
「一先ず、ここを離れよう」
「いいわ。こころをどこにでも連れて行って」
「よし。行こう」
彼とのやり取りです。先生、こころは彼を愛しています。先生には凛さんがいます。凛さんといつまでも仲良くしてくださいね。こころは彼についていきます。
さようなら。
(了)
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